
今後のスケジュール（予定）

12月１日まで
　新規で加入する方、交付済み保険証の再発行が必要な方に保険証を交付します。
　国民健康保険の場合、70歳を迎える方には被保険者証兼高齢受給者証を郵送します。
※�基本的に保険証の有効期限は令和７年７月31日です。途中で70歳、75歳を迎える方や、外

国人で在留期限がある方の有効期限は、令和７年７月31日より短い場合があります。

12月２日以降

　紛失などによる再発行を含め、新たな保険証は発行しません。
　12月１日以前に交付済みの保険証をお持ちの場合、有効期限まで使用できます。
【新規で加入する方】
・・�マイナ保険証をお持ちでない方には『資格確認書』を、マイナ保険証をお持ちの方には

『資格情報のお知らせ』を交付します。
※�後期高齢者医療保険の場合、令和７年７月31日までの間、マイナ保険証の保有状況にかか

わらず『資格確認書』を交付します。
【交付済み保険証の再発行が必要な方、マイナ保険証の利用登録を解除した方】
・・�担当グループの窓口、各支所などで申請していただくことで『資格確認書』を交付します。
【電子証明書の更新を失念した方、マイナンバーカードを返納した方】
・・随時、『資格確認書』を交付します。

令和７年７月
中旬以降

　有効期限が切れる前に、マイナ保険証をお持ちでない方には『資格確認書』を、マイナ保
険証をお持ちの方には『資格情報のお知らせ』を郵送します。

マイナンバーカードを保険証としてご利用ください！

マイナンバーカードを保険証として利用するためには

問い合わせ　国民健康保険に加入している方　　　　国民健康保険グループ（☎�１７７１）
　　　　　　後期高齢者医療保険に加入している方　年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

　保険証利用登録をしたマイナンバーカード（マイナ保険証）を医療機関で利用すると、マイナ
保険証のみで高額療養費制度や特定疾病の適用が受けられたり、過去のお薬情報や健康診断の結
果などを提供できるため、より適切な医療が受けられたりするほか、負担割合に変更が発生して
も保険証や資格確認書のように差し替えの必要がなく、最新の資格情報で医療機関を受診できる
などのメリットがあります。

①�マイナンバーカードの発行を申請し、マイナンバーカードを取得する
※�パソコンやスマートフォン、証明写真機などから申請できます。
②�マイナンバーカードを保険証として利用する登録を行う
※�医療機関・薬局の受け付け（カードリーダー）やセブン銀

行ＡＴＭ、マイナポータルから登録可能です。なお、利用
登録しているかの確認はマイナポータルからできます。

▶�マイナポータル
アプリのダウン
ロードはこちら
から
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後期高齢者医療制度に関するお知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療制度のお知らせ
～12月２日から現行の保険証などは発行されなくなります～

○保険証の廃止に併せて、限度額適用認定証と限度額適用・標準負担額減額認定証を廃止します
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちの方は、ご自身の負担区分をマイナポータルで確認してください。
　『資格確認書』をお持ちの方は、『資格確認書』に任意で負担区分を併記することができます。
○特定疾病療養受療証について
　厚生労働大臣が定める特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全など）の方に交付される『特定疾病療養受療
証』は、12月２日以降も継続して交付します。

マイナ保険証をお持ちの方
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちの方
には、自身の被保険者資格情報を簡易に把握
できるよう、交付済み保険証の有効期限が切
れる前や負担割合が変わったときなどに『資
格情報のお知らせ』を交付します。
※�『資格情報のお知らせ』は、医療機関でマ

イナ保険証の読み取りができない場合など
にマイナンバーカードと一緒に提示してい
ただくものです。
※�『資格情報のお知らせ』だけで医療機関を
受診することはできません。

〇�12月２日以降は『資格確認書』・『資格情報のお知らせ』を交付します
マイナ保険証をお持ちでない方
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちでない方には、交付
済み保険証の有効期限が切れる前に、保険証に代わる『資格
確認書』を郵送します（申請不要）。
　資格確認書とは、現行の保険証と同様に氏名、生年月日、
記号・番号、負担割合などが記載されたもの（カード型）で、
マイナ保険証がなくても、資格確認書を医療機関に提示する
ことで、これまでどおり保険診療を受けることができます。
※�マイナ保険証をお持ちでなく、12月２日以降に交付済みの

保険証を紛失した方には、担当グループまたは各支所で申
請していただくことにより、資格確認書を交付します。

　国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の原則一体化の方針に基づき、12月２日から
国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、限度額適用認定証（※）、限度額適用・
標準負担額減額認定証（※）などは発行されなくなります。12月２日以降は、新規加入による発
行や紛失した場合の再発行、記載事項の変更による差し替えは行いません。
※後期高齢者医療保険のみ。

〇�現行の保険証は12月２日以降も有効期限まで引き続き使えます
　交付済みの保険証は、12月２日以降も有効期限（最長で令和７年７月31日）まで引き続き使用でき
ますので、廃棄しないでください。
　ただし、12月２日以降に市内転居や世帯分離、世帯主変更など記載事項に変更がある場合、有効期
限内であっても使用できなくなります。
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